
高萩市市民憲章

市報 1 自然をたいせつ|こし、美しいまちをつくりまし

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うそ洞,”る毒つくりましよ

1 元気で|動き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

'まちをﾗ)くりましょう
銭

《

語墨

8月号 '84No｡ 293笛編集･発行／高萩市役所市長公室壷0293 (23) 2111

灘

鰯輻 秘
蕊

鱗
鴬

蕊

《
ｆ
琴

』

墓

『

、

津

》

》

》

吋

霊

舞

錘

》

》

連日の猛暑が続くなか、第14回高萩市民まつりが盛大

に行われました。本町通り、駅前通りは、今までにない

多くの人びとでにぎわいをみせました。
れん

流し踊りの“連”には、夏休みのよろこびをこめた子

どもたちのさまざまな表'l冑があらわれています。

おど

流し踊り

テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。



豊かな産業づくり
<重点施策の一つ＞

活力ある市民生活をつくりだす産業の振興

4億3,354万2千円

7， '99万6千円

農林水産業費

商 工費

土
地
改
良
事
業
、
農
道
整
備
事
業
、

水
路
改
修
事
業
を
国
・
県
の
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
年
次
計
画
で
進
め
て
い
ま

す
。

土
地
改
良
事
業

関
口
地
区
（
全
体
計
画
面
積
’
一
三

比
）
、
杉
内
・
川
側
地
区
（
全
体
計
画

面
積
’
一
七
・
三
畑
）
に
お
い
て
、
区

凹
幣
理
を
中
心
と
し
た
『
ほ
場
蜷
備
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
良
川

地
区
（
全
体
面
積
八
・
二
蛇
）
に
つ
い

農
業
生
産
基
盤

の
整
備

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
し
、
地
域
経
済
の
安
定
し
た
基

盤
を
つ
く
る
た
め
に
、
産
業
の
振
興
は
重
要
な
施
策
の
一
つ
で

す
。
当
市
で
は
、
活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
、

農
業
基
盤
の
整
備
・
商
圏
の
確
立
・
観
光
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
五
十
九
年
度
の
主
な
事
業
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

（
．
）

関口地区土地改良事業

て
は
、
今
年
度
換
地
・
清
算
事
務
が
完

了
し
ま
す
。

サ
カ
イ
ゼ
ン
ザ
ワ

さ
ら
に
、
島
名
界
前
沢
地
区
で
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
場
整
備
に
よ
っ
て
湿
田
が
乾
田
化

し
、
裏
作
・
転
作
が
可
能
と
な
り
、
高

能
率
な
複
合
経
営
が
図
ら
れ
ま
す
。

花
賞
川
流
域
地
区
（
北
方
～
石
滝
）
の

優
良
農
地
を
整
備
す
る
た
め
の
事
前
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
調
盗
後
、
六
十
一

年
度
こ
ろ
か
ら
土
地
基
盤
整
備
事
業
に

入
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
道
整
備
事
業

赤
浜
・
下
君
田
地
内
、
五
路
線
の
農

道
新
設
・
改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

県
が
、
事
業
主
体
と
し
て
進
め
て
い

る
県
北
東
部
地
区
の
広
域
農
道
（
大
宮

町
～
北
茨
城
市
）
は
、
烏
曽
根
ま
で

水
路
改
修
事
業

新
規
・
継
続
事
業
と
し
て
市
内
二
六

か
所
（
堰
の
改
修
含
む
。
）
の
水
路
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

広
域
農
道

（
延
長
三
一
、
一
二
○
ｍ
）
は
県
の
施
行
道
の
開
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
事
業

で
、
若
栗
～
北
茨
城
市
（
延
長
一
二
、
主
体
ｌ
森
林
組
合
）

五
二
八
ｍ
）
に
つ
い
て
は
農
用
地
開
発
○
間
伐
草
木
外
九
団
地
六
○
畑

公
団
事
業
に
よ
り
農
業
用
道
路
と
し
て
○
作
業
道
滝
の
倉
線
延
長
八
○
○
ｍ

施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
蟹
沢
線
延
長
九
二
○
ｍ

は
慰
師
齪
誼
恥
糎
間
鮭
瞬
祇
商
工
の
振
興

に
用
地
買
収
と
一
部
工
事
着
手
の
予
定
○
商
工
業
者
の
、
活
発
な
近
代
化
へ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
の
意
欲
を
、
更
に
助
長
す
る
た
め
、
商

悪
霊
組
織
勤
労
者
に
対
し
て
も
、
黄
金
の
あ

林
業
生
産
基
盤
っ
せ
ん
と
保
証
を
行
っ
て
い
ま
す
．

○
椚
力
あ
る
商
闇
を
碓
立
す
る
た
め
に

の
整
備
は
、
そ
の
基
轆
と
な
る
消
費
人
口
の
恥

山
村
地
域
の
林
業
の
振
興
を
、
総
合
加
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
氏

的
に
推
進
す
る
た
め
、
国
・
県
の
指
定
間
寅
本
に
よ
る
優
良
住
宅
川
地
の
造
成

補
助
を
受
け
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。
や
、
小
島
住
宅
団
地
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
就
労
の
場
を
確
保
す
る
た
め

林
道
・
連
絡
道
の
整
備
事
業

手
綱
工
業
田
地
へ
積
極
的
な
企
業
誘
致

中
戸
川
地
区
中
戸
川
線

延
長
二
八
０
ｍ
を
行
い
、
住
・
工
の
調
和
の
と
れ
た
定

下
君
田
地
区
大
荷
田
線
住
社
会
の
形
成
に
努
め
ま
す
．

延
長
四
五
○
ｍ

田
の
草
林
道

延
長
五
Ｏ
、
商
店
街
の
環
境
整
備
事
業

渕
の
上
線

商
業
構
造
の
近
代
化
に
対
応
す
る
た

延
長
二
五
○
ｍ

め
、
商
工
会
及
び
中
小
企
業
者
が
共
同

間
伐
促
進
事
業
で
行
う
商
店
街
の
環
境
整
備
事
業
に
対

間
伐
を
必
要
と
す
る
森
林
を
集
団
的
、
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

計
画
的
に
間
伐
す
る
と
と
も
に
、
作
業

（
）
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中
小
企
業
勤
労
者
融
資
の
あ
っ
せ
ん

中
小
企
業
に
従
事
す
る
未
組
織
勤
労

者
へ
の
金
融
対
策
の
改
善
を
図
り
、
融

資
と
そ
の
保
証
を
あ
っ
せ
ん
し
、
勤
労

者
の
福
祉
並
び
に
中
小
企
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

勤
労
福
祉
施
設
資
金
貸
付

中
小
企
業
の
振
興
を
図
り
、
労
使

の
合
理
的
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、

中
小
企
業
の
事
業
主
に
対
し
て
、
県

か
ら
勤
労
福
祉
施
設
資
金
の
貸
付
を

受
け
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
行

い
峯
ま
｛
９
。

中
小
企
業
合
理
化
資
金
融
資
の
あ
っ

せ
ん
中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
と
、
こ
れ
に
関
す
る
保
証
と
利

子
補
給
を
行
い
、
市
内
企
業
者
の
金
融

の
円
滑
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

産
業
祭
と
消
費
生
活
展
の
開
催

本
年
は
、
市
制
施
行
三
十
周
年
に
手

農林水産業費と
商工費の内訳

当初予算額）

I
農林水産業費4億3,354万2千円

農業のために使うお金

3億174万5千円 696％

農業委員会のために

3,025万9千円 (10.0%)

農業振興のために

1億856万1千円 （36.0％）

畜産業のために

1,286万3千円 （ 4.3％）

農業基盤整備のために

1億3,706万6千円 （454％）

地籍調査のために

1,299万6千円 （ 4.3％）

林業のために使うお金

1億3,179万7千円 30.4%

林業振興のために

1億2,747万9千円 （96.7％）

森林公園管理のために

431万8千円 （ 3．3％）

(360%)
当
市
は
、
風
光
明
び
な
海
岸
線
と
自

然
に
恵
ま
れ
た
広
大
な
山
林
が
あ
り
、

こ
の
海
と
山
を
有
効
に
活
用
し
た
観
光

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
基
幹
と
な
る
県
道
高
萩
～
大
子
線

の
改
良
事
業
が
現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
、

た
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
日
）
、
二
十
四
日

（
土
）
の
両
日
第
五
回
産
業
祭
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
第
十
二
回
み
ん
な
の

消
費
生
活
展
も
開
催
し
ま
す
。

観
光
の
振
興

｛

｜
（ 4.3％）

(45.4％）

ー

産業祭

観
光
施
設
の
維
持
管
理

観
光
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
、
各

施
設
の
業
務
委
託
を
行
い
、
環
境
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

総
合
観
光
案
内
板
の
設
置

市
民
や
当
市
を
訪
れ
る
人
の
観
光
案

内
の
た
め
に
、
駅
前
に
総
合
観
光
案
内

板
を
設
置
し
ま
す
。

引
き
続
き
早
期
完
成
を
期
し
て
、
関
係
機

関
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

商工費 7, 199万6千円

商工業振興のために使うお金

6,113万7千円 84．9%

観光のために使うお金

1,085万9千円 15.1%
ー

I

…＃＃

図
等
を
一
定
の
甘

認
計
点
数
）
は
、
一

成
し
た
が
現
在
梓

自
元
↑
・
合
』
１
－
、
・
鴎

－

事
務
費
の
大
半
を
国
が
負
担
し
て
い
幸

す
。

当
市
で
は
、
五
十
四
年
度
に
日
立
市

十
王
町
、
北
茨
城
市
と
事
務
組
合

を
つ
く
り
、
多
賀
地
方
農
業
共
済

事
務
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。
当

時
の
事
業
規
模
点
数
（
共
済
に
加

入
し
た
耕
地
面
積
、
家
畜
の
頭
数

等
を
一
定
の
基
準
で
計
算
し
た
合

計
点
数
）
は
、
三
五
、
九
六
八
点
で

し
た
が
現
在
は
四
一
、
七
八
七
点

と
な
り
大
き
く
伸
展
し
広
域
合
併

の
効
果
が
で
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
重
点
事
項
は
、
被
害
を

受
け
た
農
家
の
損
害
補
て
ん
に
万

全
を
期
す
た
め

○
各
種
共
済
事
業
の
引
受
拡
大

○
損
害
防
止
事
業
の
充
実

○
座
談
会
等
を
開
催
し
、
各
種
共

済
事
業
の
啓
蒙
普
及

○
財
務
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

経
費
の
節
減
と
事
務
の
合
理
化

以
上
事
業
基
盤
等
の
整
備
を
最

重
点
と
し
て
、
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

五
十
九
年
度
予
算

歳
入
の
主
な
項
目
は
、
農
家
の

納
め
る
共
済
掛
金
と
連
合
会
か
ら

農
家
を
守
る
農
業
共
済
は
、
国
が
災

害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
農
家
の
相
互

扶
助
を
基
に
し
な
が
ら
制
度
化
し
た

補
償
制
度
で
す
。
農
作
物
、
蚕
繭
、
畑

作
物
の
共
済
掛
金
の
約
六
○
％
、
家
畜
、

園
芸
施
設
の
共
済
掛
金
の
五
○
％
及
び

事
務
費
の
大
半
を
刃
が
負
担
し
て
い
ま

）

農
業
共
済
制
度

I

多
賀
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合

昭
和
五
十
九
年
度
予
算

受
取
る
保
険
金
で
五
七
・
九
％
、
国
か

ら
の
受
取
補
助
金
と
農
家
の
納
め
る
賦

課
金
で
三
六
・
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
連
合
会
に
支
払
う
保
険
料
と

被
害
を
受
け
た
農
家
に
支
払
う
共
済
金

で
五
七
・
八
％
、
事
務
費
が
一
般
管
理

賀
、
損
害
評
価
費
、
損
害
防
止
費
等
で

三
六
・
七
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

’
熱

受取補助金

61 ,564千円

フ7Q鰹〃

歳入

千円
220,841賦課金

l'a63:"

損害評ｲn費
6,676千円
3．0％ 〆保険

751990千口

34.4％

金

積立金及び
引当金戻入
3‘837千円
1．7％

／／員害防止
RRR1千
一J習曹生 1

．0

〃て
月 診療収入

の他
049千円

］ ､8％

／ 枝術給ｲ寸金
3,986千円

1 ．8％

1
3，988千円

1 ．8

(3) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 1 152です



市民の輪
～夏の夜の

流し踊 り ～

第
十
四
回
市
民
ま
つ
り
が
、
七

月
二
十
一
日
出
、
二
十
二
日
日
の

二
日
間
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
約
二
万
六
千
人
が

参
加
し
、
流
し
踊
り
に
、
み
こ
し

ま
つ
り
に
、
連
日
の
暑
さ
に
も
負

け
ず
、
元
気
一
杯
気
持
ち
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

流
し
踊
り

（
’
’
十
一
日
）

流
し
踊
り
は
、
本
町
通
り
で
〃
連
″

二
十
八
が
参
加
。
お
年
寄
り
か
ら

子
ど
も
ま
で
三
世
代
が
一
つ
の
輪

を
つ
く
り
、
な
ご
や
か
な
中
に
も
威

勢
の
よ
い
掛
け
声
が
飛
び
交
う
な

ど
、
文
字
ど
お
り
心
勾
ふ
れ
あ
う

ど
、
文
字
ど
お
り
心
の
，
が

市
民
の
輪
と
な
り
ま
し
た
。

一一

司戸

はじめて行われたみこしま つり

西
ド
イ
ッ
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
の

姿
や
、
国
際
交
流
で
当
市
を
訪
れ

た
留
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
、
ぎ
こ

ち
な
い
踊
り
も
最
後
に
は
す
っ
か

り
上
達
し
て
い
ま
し
た
。磯

恥尋

蕪“
ｆ

源や

恥尋

蕪“
ｆ

源や

恥弔

↑蕪
源や

零

繕

一 品… 黙蕊

蜂蜂

蕊
慨

蕊

球

この真剣な表情そろいの衣装て

「
お
ど
り
は
す
ぐ
覚
え
ち
ゃ
っ
た
ｊ
，

明
日
の
み
こ
し
祭
り
は
、
竹
の
お
ふ

だ
を
持
つ
の
凶

ｌ
お
母
さ
ん
の
み
ち
こ
さ
ん
ｌ

「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
祭
り
が
大
好
き

な
ん
で
す
凶

「
午
後
か
ら
ず
っ
と
お
み
こ
し
の
桐
を

引
い
て
い
た
の
で
も
う
足
が
痛
く
て

は
、
少
年
野
球
団
の

楽
し
い
上

わ
ん
で
す
＆
③
ん
だ
。
今
か
ら
楽
し
み
に

わ
み
こ
－
し
‐
か
つ
い
汚
↑
、

疲
れ
ち
ゃ
っ

（
） 蕊驚

鶏鍔;鶴

八
月
十
一
日
し

よ
つ
く
ら

き
よ
う
こ
ち
ゃ
ん

（
六
歳
）

さ
わ
だ
い
し

ま
さ
る
く
ん

（
八
歳
）

あ
き
た

し
ず
え
ち
ゃ
ん

（
七
歳
）

幸

島
名

大
和
町

妾
良
川

わ
窪
特
リ
は

十
二
日

プ
も
あ

し
て
い

「
茨
城
相
互
銀
行
の
預
金
係
に
勤
め
て

い
ま
す
。
仕
事
も
お
祭
り
も
楽
し
い

…
…
Ⅳ
た
だ
今
恋
人
募
集
中
で
す
ノ

背
が
高
く
て
、
気
持
ち
の
や
さ
し
い

人
が
い
い
な
。
「
高
戸
子
供
会
で
、
今
年
始
め
て
お
み

こ
し
を
作
っ
た
ん
で
す
。
地
元
で
と

れ
た
〃
こ
し
ひ
か
り
〃
の
お
に
ぎ
り

を
食
べ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
い

つ
ぎ
、
で
す
ぬ

Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｖ
－
一
Ｌ

お
祭
り
の
「
お
ど
り
宣
言
」
を
し
た

の
は
、
春
日
町
一
番
飯
店
の
加
納
久

美
さ
ん
。

「
お
祭
り
は
、
今
年
は
じ
め
て
出
た
の

で
、
〃
宣
言
〃
の
と
き
は
、
ち
ょ
っ

と
緊
張
し
ま
し
た
″
・
’ 遠

藤

加
代
子
さ
ん

（
’
一
十
二
歳
）

加
納
久
美
さ
ん

（
’
一
十
二
歳
）

春
日
町

皆
川
哲
男
さ
ん

（
四
十
九
歳
）

｛
局
一
戸

春
日
町
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昏
‐
八
〉
●
八
ハ
〉
巳
典
ハ
〉
Ｆ
人
？
■
’
八
〉
■
人
ハ
〉
白
人
ハ
〉
●
人
ハ
〉
■
人
？
．
●
人
ハ
〉
●
人
ハ
〉
■
Ａ
ハ
〉
甲
人
ハ
〉

■
’
八
〉
●
人
ハ
〉
の
八
ハ
〉
Ｇ
１
八
〉
７
●
入
学
○
人
今
，
●
人
今
７
●
人
（
〉

み
ん
な
で
大
歓
迎

実
り
あ
る
交
流
識

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
ゞ
ｆ
＃
護
ゞ
季
１

第
十
一
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
同

時
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
市
に
は
、

二
十
人
の
団
員
か
訪
れ
、
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
の
家
庭
に
民
泊
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
や
市
民
ま
つ
り
な

ど
各
種
行
事
に
参
加
し
て
、
一
週
間
の

短
い
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
り
あ
る

交
流
に
な
り
ま
し
た
。

心ふれあう

第14回市民まつり

市制施行30周年

Ｉ
照
沼
さ
ん
ｌ

年少
「
私
の
家
に
は
三
日
間
泊
ま
り
ま
し
た

ツ
｜
問
が
、
小
食
な
の
に
驚
き
ま
し
た
。
お
す

ポ
訪
し
も
半
分
ほ
ど
し
か
食
べ
ま
せ
ん
。
ウ

唾
詑
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
日
本
の
お
茶

州
役
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

》
布
〃
扇
子
〃
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
と
て

副
鵡
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
苧

み
こ
し
ま
つ
り

（
二
十
二
日
）

各
町
内
を
ね
り
歩
い
た
み
こ
し

が
、
午
後
一
時
三
十
分
に
な
る
と

本
町
通
り
に
続
々
と
到
着
し
、
そ

の
数
十
九
基
（
お
と
な
み
こ
し
四

基
、
こ
ど
も
み
こ
し
十
五
基
）
を

数
え
ま
し
た
。

今
。
人
や
。
人
〉
？
△
５
人
γ
人
了
人
γ
人
γ
人
〉
・
人
〉
・
人
〉
◇
人
丁
‐
△
．
ｆ
◇
．
・
人
〉
．
・
人
〉
ロ
人
〉
・
人
〉
ｏ
人
〉
ｏ
人
争
・
人
￥
ｏ
人
〉
・
人
〉

ー

照沼さん一家（上手綱） と、
サンドラ・ヘンツェさん（14歳） のどがかわいたね

Ｉ
小
田
島
さ
ん
Ｉ

「
お
は
し
か
と
て
も
上
手
に
使
え
る
ん

で
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
コ
ー
ラ
と

篭舞睡 銚鋤

私
の
お
い
が
、
同
じ
交
流
で
西
ド
イ

ツ
の
か
た
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、

少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
…
…
と

思
っ
て
い
ま
す
〕

紅
茶
が
好
菫

小田島さん一家（島名） と、
アンドレアス･クリュックさん（17歳）

＝ｰｰ旨－1胃昌一L二目－－ 』－ 一一

筑
波
研
究
学
園
都
市
Ｂ
コ
ー
ス

水
戸
駅
南
口
（
九
二
五
発
）
‐
腫
陸

熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
万
博
会

場
地
Ⅱ
洞
峰
公
園
Ⅱ
宇
宙
セ
ン
タ
ー

筑
波
研
究
学
園
都
市
Ａ
コ
ー
ス

水
一
戸
駅
南
口
（
九
二
五
発
）
膳
陣

筑
波
大
学
Ⅱ
万
博
会
場
地
Ⅱ
洞
峰
公

園
Ⅱ
地
質
標
本
館
‐
障
陸
水
一
戸
駅
南
口

二
六
二
二
○
着
）

○
十
月
五
日
鰯
、
十
二
日
㈲
、
十
七

日
㈱
、
各
募
集
人
員
は
一
○
○
名

科学博
だよ

つ
く
ば
を
ひ
と
足
さ
き
に

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
／

バ
ス
に
よ
る
県
政
教
室
の

お
し
ら
せ

り ー.

－

－

１

…'85流し踊りに参加

膳
陛
水
一
戸
駅
南
口
（
エ
ハ
部
二
一
○
着
）

○
十
月
二
十
五
日
附
、
十
一
月
六
日
“

㈹
、
各
募
集
人
貝
は
一
○
○
名

そ
の
他

参
加
費
は
無
料
で
す
。
昼
食
は
各

自
持
参
く
だ
さ
い
。

望
コ
ー
ス
及
び
参
加
日
（
例
Ａ
コ
ー

ス
十
月
十
七
日
）
を
記
入
の
う
え
、

八
月
三
十
一
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
⑦
三
一
○
水
戸
市
三
の
丸
一
の

五
の
三
八
、
県
北
地
方
総
合
事
務
所

総
務
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み

官
製
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
に
つ
き
一

口
↑
舷
輻
詐
、
、
鑑
識
。
（
蛎
轆
掘
一
弓
蔚
誇
一
一

－

､鈩一謝嬢要尋一

参
加
資
格

十
八
歳
以
上
の
県
内
居
住
者

問
い
合
せ
先

狂
○
二
九
一
一
’
’
一
五
’
三
八
○
三
一

剣道もしました

(5) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 ． 1 152です。


